
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会 

新しい生活様式プロジェクト（０次案）～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標設定に関わる時間（学） 

新しい生活

様式 

委員会活動など（特） 

「書くこと」説明的な文章を書く
活動（国） 

「読むこと」説明文的な文章
（国） 

読書活動につながる単元（国） 

保健領域（保） 

よりよい学校生活，集団

生活の充実（道） 
相互理解，寛容（道） 生命の尊さ（道） 

日常に関わること・
振り返りなど（学） 

係活動等に関わる時間（学） 

公正，公平，社会正義（道） 

日常に関わること・
振り返りなど（学） 

・なくなった学校行事・・・失われる「育むべき資質・能力」。 

・失われたままでよい？「育むべき資質・能力」。 

・今まで大切にしてきた「行事」であるからこそ， 

そこに「育むべき資質・能力」があったのではないか？ 

・今の環境で，「育むべき資質・能力」に繋がる「核となる活動」が 

 あるのではないか・・・？ 

＝核となる活動を見据えることで，目指す子供の姿 
（育むべき資質・能力，ゴールの姿）が見えてく 
るであろう。 

０次案は，もうすでに外的な要因として出てくる「新しい生活様式」になる。そこから，どのような生活，行動を目指していくの

か話し合うことを通して，「学校全体を楽しく元気にするプロジェクト」などの１次案が生み出されていく。しかし，「新しい生活

様式」のみが「核となる活動」になってしまっては，主体的になれない，創造的になれない，Ｌｓ・Ｆｓを発揮できない活動とな

ってしまう，今まで蓄積してきた「育みたい資質・能力」が失われてしまう可能性がある。 

体つくり運動領域（体） 

色々なリズムを感じ取ろう（音） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（コロナ禍における）プロジェクト 

 新しい生活様式に関わり，これからの生活について話合う活動を核として，理由を明確にして考えを伝えたり，
自分と異なる意見も受け入れたりしながら，自分たちの生活を守るという目的・目標を見失うことなく，集団として
の目標や活動内容について合意形成を図ったり，自身の行動について自己決定をしたりしていくことを通して，より
よい生活を生み出し，互いのよさや役割を自覚しながら，よく考えて行動する態度を養う単元活動 

 

※小学校学習指導要領解説（特別活動編）より 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（コロナ禍における）プロジェクト～例：学校全体を楽しく元気にするプロジェクト 

【今だからこそ，核となりえる活動】 

・【１ 年 生】スタートカリキュラムより    「学校探検，附小の森，だんボール基地参加」  ※自分～他者（関わりの広がり） 

・【２ 年 生】ちびっこみどりの学校より    「だんボール基地，学校案内」         ※自分～他者（相手意識） 

・【３ 年 生】校内みどりの学校より      「オンライン探検（見学），学級集会」      ※自分～他者（異なる意見）～集団 

・【４・５年生】厚岸みどりの学校より      「学年集会，遊び集会」            ※自分～相手（立場）～集団（異学年） 

・【６ 年 生】常呂みどりの学校・委員会活動より「学校文化創造，新・附属小モデルづくり」   ※相手（思い・立場）～集団（学校）～自他～高い目標 

 

【協応・関連し，効果的に行える可能性がある単元内容】 

・【特・学級活動】学級や学校における生活づくりの参画，日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

・【特・児童会活動】児童会の組織づくりと児童会活動の計画や運営 

・【国・話すこと・聞くこと】話題の設定，情報の収集，内容の検討，構成の検討，考えの形成，共有 

・【国・書くこと】題材の設定，情報の収集，内容の検討，構成の検討，考えの形成，記述，推敲，共有 

・【国・読むこと】構造と内容の把握，精査・解釈，考えの形成，共有 ※書くことの言語活動を結び付けられる？ 

・【体・体つくり運動】（体ほぐし）自己の心と体との関係に気付く，誰もが楽しめる手軽な運動を通して，運動好きになる 

・【体・陸上運動】自己の能力に適した課題や記録に挑戦したり，競走（争）したりする楽しさを味わえる 

・【体・保健】健康な生活，体の発育・発達，心の健康，けがの防止，病気の予防 

・【音・音楽づくり】音遊びや即興的に表現する，音を音楽へと構成する 

・【道・道徳の時間】Ｃ・Ｄの視点，より切実感のある中での自問自答   などなど。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい生活様式プロジェクト（０次案） 

「新しい生活様式とは？」 

「３密を避ける」「マスクをする」 

「距離を保つ」 

「うがい手洗いをする」「消毒をする」 

「声の出し方に注意する」「静かに過ごす」 

 

「なぜ，新しい生活様式が必要？」 

「命を守るため」「自分たちの生活を守るため」 

「みんなで支え合うため」 

「学校に来て勉強する時間を守るため」 

 

「みんなで学ぶことを守るために，どんな力が必要？」 

「ルールを守る」「～年生として見本となる」 

「相手を思いやる」「やるべきことをやる」 

「笑顔でいる」 

「友達の意見を聴いて自分に生かす」 

「コロナには負けない」 

「みんなで楽しくしたい」 

「みんなって，学校全体のことだよ」 

 

「【学校全体を楽しく元気にするプロジェクト】だ。」 

「では，自分では，何を大切に生活していく？」 

 

 

 

 

 

学校全体を楽しく元気にする 

プロジェクト（１次案） 

「そのために，できること・・・」 

「お知らせする」「ポスター新聞をつくる」 

「楽しいことを伝える」「自分たちでつくり出す」 

「考えて行動する」「安心・安全を守る」 

 

「けれど，自分たちの学年で楽しいことって？」 

「みどりの学校もなくて楽しいが少なくなっているのでは？」 

「学年集会もない」「ウォークラリーもない」 

「けれど，ウォークラリーとかできそう」 

「クラスの係活動も楽しくできることがある」 

「それらを自分たちの学年でできれば，学校全体を楽しく元気にす

るってことにつながる？」 

 

「つながる」「遊びも工夫すれば，楽しめるはず」 

「体育館なら・・・」 

「外でもマスクをして密を避ければ…。」 

「みんなで楽しめる○○集会を開きたい…。」 

 

「なるほど・・・。まずは【楽しい学年集会をつくろう】！」 

「いよいよ，プロジェクトが始まるね！」 
 

 

 

 

 

 

核になる活動を決定していくことで，

やることが見えてくる！！ 

 

 左記のように，話合い活動を通して，新

たなプロジェクト（例：学年集会を核とし

て「学校全体を楽しく元気にするプロジェ

クト」）を設定してくパターンもあれば， 

 

 核になる活動を先生方で考え，育まれる

資質・能力がイメージできるのであれば，

先にプロジェクト（０次案となる部分）を

「例：新たな生活様式プロジェクト」では

なく，「例：学校全体を楽しく元気にするプ

ロジェクト」として提示していくことで

も，十分子供たちと話合いを通して，目標

をもつ姿に繋がっていくのではないかと

考えます。 

 

その場合，協応していく単元等があるの

ではないかという例として示させてもら

います。 

 

 

 


